
　
守山まるごと活性化　議事要旨

作成日：2015/11/02
作成者：飯田

日時： 平成２７年10月30日（金）

場所：

出席者：

出席者（行政）：

使用資料：

２Fプロジェクト講演会の実施について

　○【ソフト】560,000円（事務費含む。H27と同様）

  ○【ソフト大規模】2,000,000円→学区としてソフトにも大規模補助金を別枠で要求していく。

　　　　　　　　　　　　　２横断幕は、ピエリ守山と共同で作成中。

　講演会として、学区民のつどいにて、代表してCプロジェクトの藤川さんにふるさとづくり委員会の紹介
をいただいた。
3平成28年度予算について

 →予算措置についてのご意見
・そもそもまる活は、学区の独自性やハードよりもソフトの充実を強調していたのに、各学区均等にイベン
トすれば10万円とか現状の交付金はいかがなものか。中心市街地活性化でいままでどれだけお金を
使ったのか。今までの投資額も踏まえ、学区の状況も踏まえて考えるべき。現状の７学区均等はおかし
い。

　○C：≪今年度目標≫市民の森内のウォーキングマップづくり、四季桜植樹、健康器具提案
　　　　 ≪進捗状況≫１マップをつどいのときに20分コースを渡した。

１各プロジェクトの進捗状況および検討内容について

会議名： ふるさとづくり委員会（全体会）

議題 各プロジェクトの進捗状況および検討内容について、平成28年度予算について

会議要旨

　　　　　　　　　　　　　３湖岸振興会との連携は、ピエリ守山との連携や10月17日の湖岸清掃等で連携

　○B：≪今年度目標≫歴史編のマップづくり、歩こう会実施、自然編データ集め。
　　　　 ≪進捗状況≫１歴史編マップづくりは、承諾依頼を今後自治会長にお願いする。
　　　　　　　　　　　　　 ２歩こう会は、12月５日に実施。
　　　　　　　　　　　　　 ３自然編データ集めは、自治会に依頼しました。

速野会館大会議室

猪飼正成・山本光男・馬場敏明・伊藤潔・今井孝雄・岡本善広・堀江清・田中斎・長尾
晃裕・山本富夫・森神亨・宮川美紀子・苗村寛・下川博司・古川順一

地域振興課　高山主任　　速野会館　金森館長・飯田主事・山田指導員

内容

　○A：≪今年度目標≫花壇設置、横断幕設置、びわ１・もり１・はや１をテーマに自転車で速野を盛り上げの検討等
ていくため、サイクリング大会実施、湖岸振興会との連携、木浜内湖。

　　　　≪進捗状況≫１花壇設置は、寺田石油前の県所有地を検討中。

  ○【ハード】1,000,000円（Bプロジェクト看板）

　　　　　　　　　　　　  ４木浜内湖は会議の傍聴し次年度以降検討していく。

                           ２四季桜植樹は２月21日実施。

  ○E：≪今年度目標≫語り部会の実施、これからの速野のナレーション付け、絵本作り
　　　 　≪進捗状況≫１語り部会の実施は、１月17日に実施。まなびあい展示物提供依頼（あれば）。
　　　　　　　　　　　　　 2これからの速野は、つどいで上映・アンケートを実施した。アンケートは回収でき
　　　　　　　　　　　　　　なかったが、今後ナレーションをつける。
　　　　　　　　　　　 　３絵本づくりは、委員会で承認いただき次第各校園に依頼していく。

　　　　　　　　　　　　　 ３健康器具提案は、12月５日の県との勉強会で協議する予定。
　○D：≪今年度目標≫大川の整備検討、親水デッキの活用検討、竹やぶ活用検討
　　　　 ≪進捗状況≫１大川の整備は、水遊びできるように今後検討整備していく。
　　　　　　　　　　　　　 ２親水デッキは、11月21日ワークショップ実施等、検討していく。
　　　　　　　　　　　　　 ３竹やぶの活用検討は、バンブーハウスを県立大に見に行く。



・アイデアを出せば出すほど取り合いになって一つ一つは細々とした事業になる。
・７学区横並びという条件にこだわりすぎて、がんばればがんばるほど雁字搦めになる。
・平成28年度コミュニティ助成事業（地域資源活用）を活用し、取り組みを計画していたが、市の７学区横
並びという方針で応募できなかった。自ら色々な補助制度を活用するようがんばっているが、制限されて
いるのが現状である。

・そもそもまる活は、学区の独自性やハードよりもソフトの充実を強調していたのに、各学区均等にイベン
トすれば10万円とか現状の交付金はいかがなものか。中心市街地活性化でいままでどれだけお金を
使ったのか。今までの投資額も踏まえ、学区の状況も踏まえて考えるべき。現状の７学区均等はおかし
い。

次回以降に
ついて

平成28年度の実施計画およびまちづくり各部会との連携

各プロジェクトの状況報告、H28年度予算要求決定事項


